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2026年7月4日

日経STOCKリーグ事務局

第27回 日経STOCKリーグ
概要説明
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「チーム（３～５人）」を組んで、「投資テーマ」を決めて、

その投資テーマに沿った「株式ポートフォリオ」を組んで、

その過程を「レポート」にまとめて、ご提出いただきます。
審査を経て優秀作品を表彰する、コンテスト形式のプログラムです。

日経STOCKリーグとは？

【主 催】 日本経済新聞社
【特別協賛】 野村ホールディングス
【後 援】 文部科学省、金融庁、日本取引所グループ、日本証券業協会ほか

累計
延べ参加人数
17万人以上 !
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日経STOCKリーグのコンセプト

経済を学ぶ

経済を体験する

学習教材

バーチャル株式投資体験
企業訪問・オンライン取材

経済・企業・
社会の動きを
実体験！

参加いただく学生の皆さんが・・・
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まずは
日経STOCKリーグの概要をまとめた

動画をご覧ください。
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日経STOCKリーグ紹介動画
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man@bow に様々な情報があります。

公式ホームページ「man@bow」
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日経STOCKリーグにご参加いただく意義

① 株式や経済、社会のしくみ、そして投資について学ぶことができる

・経済や社会に関する知識を学びながらレポート作成に取り組んでもらう構成

・STOCKリーグに取り組む過程で身につくライフスキルでもある金融リテラシー

② 社会課題や企業を見る目が養われ、視座を広げることができる

・テーマ設定の過程で、社会にはどんな課題があり、自分達はどんなものに関心があるのか、に向き合う

・スクリーニングの過程にある企業研究は、様々な視点から企業を見る格好の機会になる

③ 自立心・積極性を養うことができる

・レポート作成のために、自ら経済・株式投資の学習をし、企業研究を行う

・教室の枠を超えた自発的な学習で、自分達で納得のいくまで突き詰めることもできる

④ 協調性・コミュニケーション能力を培うことができる

・チームで１つのレポートをまとめあげる過程で培われるのは協調性

・レポート作成の過程で、実際に企業との接点を持つことで養われるコミュニケーション能力
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レポート提出までのＳＴＥＰ
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最初の一歩：チーム結成！

チームを組む（３～5人） ＋指導教員

・同じ学校、同じ部門（中学・高校・大学専門学校）単位で申込をお願いします。

・同じ学校であれば、チーム編成はクラス、クラブ、ゼミなど自由です。

・同じ学校の同じ部門であれば、学年が違うメンバーでのチーム構成でもお申込みいただけます。

・原則、指導教員とご一緒でのお申込みをお願いします。

・指導教員がいない場合でもご参加いただけます。詳細は事務局までご連絡ください。

・教員お一人についての申込チーム数の上限はありません。何チームでもお申込みいただけます。
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学習の進め方



11

基礎学習

まなぼうサイト内にある

学習教材をつかって

経済の基本を学んでいただきます。
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学習ガイドブックを活用して、経済・株式投資の基礎を身につける

経済・株式投資の基礎知識が身につきます。投資テーマ選びのポイントやレポート作成のヒントも。

学習教材① 学習ガイドブック
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学習教材② STOCK FANTASY

学習テキスト「STOCK  FANTASY」

経済、金融、株式などの仕組みを解説した学習本でわかりやすく学べます。
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（申込制）野村ホールディングス社員による出張授業

希望する学校には、野村ホールディングスの社員が講師となり、出張授業を行います。
前半が金融の基礎知識について、後半が日経を使ったテーマ選びとスクリーニングについて学ぶ授業です。

お申込はこちらから→https://manabow.com/sl/concept/lesson.html
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学習の進め方
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テーマ・ポートフォリオの設定

■「投資テーマ」を決める

普段困っていること、社会が困っていること、今後成長が期待できることなど身近なことから考え
てみましょう。日本経済新聞や日経電子版、Nikkei Asiaなどを使って、最近ニュースなどで話題に
なっている事柄も調べながら、チームとして取り組むべき「投資テーマ」を設定してください。

■「投資テーマ」に合う会社を抽出する

決めた投資テーマを解決するにはどうすればいいのか、どんな会社が関わっているのか、または関
わるべきなのかを考え、テーマを深堀しながらテーマに沿った会社を選んでいきましょう。

■「スクリーニング」を実施する

財務分析などを通じて、抽出した会社をさらに絞り込んでポートフォリオを組むための「スクリー
ニング」を実施してください。様々な経済指標を学んだ学習の成果を活かす機会でもあります。

■「ポートフォリオ」を設定する

スクリーニングの結果として10銘柄以上20銘柄以下での「ポートフォリオ」を組み、バーチャル
投資システムで500万円分の仮想資金を割り振り、値動きを観察してください。
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バーチャル投資の体験

チームID/

PWを入力！

実際の株価の値動きに連動しています。500万円の仮想資金を元手に、
株式売買の体験や、組んだポートフォリオの値動き観察ができます。

リセット機能も用意しています（11月末まで、2回まで）。
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「投資テーマ」を考える際に参考になる動画

man@bowには参考になる動画がたくさんあります！
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「スクリーニング」の際に参考になる動画
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学習教材③ man@bow/まなぼう

公式ホームページ「man@bow」

金融経済・投資や資産運用について初歩からわかりやすく説明
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学習教材④ 日本経済新聞

日本経済新聞のトリセツ
日本経済新聞の読み方について、日経STOCKリーグ参加者
に向けたオリジナル動画も参考にしてください。

日本経済新聞
担当教諭様宛に１部宅配致します。
お申し込み後、事務局よりエントリー済の先生宛に、
申込のご案内をメールでお送りします。

※配布期間は2026年10月1日～12月31日の約3ヶ月間です。
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学習教材⑤ 日経電子版

日経電子版
担当教員の皆様、希望する生徒の皆様全員に
有料会員サービスをご利用いただけます。

お申し込み後、事務局よりエントリー済の皆様宛に
申込みのご案内をメールでお送りします。

【日経電子版】

日経STOCKリーグＯＧ記者が語る
電子版活用法（動画コンテンツ）

※ご利用期間は2026年10月1日～27年1月31日の約4ヶ月間です。

効率的な情報収集のために
日経電子版を活用する（動画コンテンツ）
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学習教材⑥ NIKKEI FT the World

NIKKEI FT the World
担当教員の皆様、生徒の皆様全員有料会員サービスをご利用いただけます。
英フィナンシャル・タイムズ（FT)の質の高い記事を日本語でわかりやすく伝えています。
グローバルの経済トレンドをつかんだり、FT独自のグローバルニュースの切り口を参考にしたり、
ぜひご活用してください！
お申し込み後、事務局よりエントリー済の皆様宛に、申込みのご案内をメールでお送りします。

【NIKKEI FT the World】

※ご利用期間は2026年8月1日～27年1月31日の約6か月間です。
※6月30日までにSTOCKリーグに参加エントリーし、かつ7月5日までにお申込みいただいた方への特典です。
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学習教材⑦ Nikkei Asia

Nikkei Asia
担当教員の皆様、生徒の皆様全員有料会員サービスをご利用いただけます。
投資テーマを考える際、グローバルな目線ではどんな報道がなされているのかを確認して
日本国内の報道と比較してみたり、アジアの経済動向を確認する際に活用いただくと、
きっと新たな発見があると思います。
お申し込み後、事務局よりエントリー済の皆様宛に、申込みのご案内をメールでお送りします。

【Nikkei Asia】

※ご利用期間は2026年10月1日～27年１月31日の約4ヶ月間です。



25

フィールドワーク・アンケートについて

企業を訪問する「フィールドワーク」、学校の仲間への「アンケート」

企業や官公庁に話を聞きに訪問する「フィールドワーク」も是非実施してみてください。

テーマに関連する企業に対して、わからないことを聞いてみる、自分達で考えたことを確認してみる
ことで、理解が深まったり、進むべき方向性のヒントが見出せたり、レポートのクオリティ向上につ
ながるかもしれません。学校の仲間にアンケートを実施してみる手もあります。

投資テーマを検討する際、スクリーニングを行う際、ポートフォリオを組む際や組んだ後など、
フィールドワークやアンケートを実施するタイミングはたくさんあります。せっかくの機会なので、
自分達のペースに合わせて是非取り組んでみてください。

審査員にも、取り組みの“熱意”が伝わることでしょう。
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学習教材⑧ 日経STOCKリーグお役立ちテンプレート集

「日経STOCKリーグお役立ちテンプレート集」

テーマ決めから情報収集、企業インタビューまで、
取り組みを進める手助けに！
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学習教材⑨ ティーチャーズガイド

「ティーチャーズガイド」

学習の流れや進め方のポイントに加えて、
実践校の取り組みをインタビュー形式でご紹介

今年度
更新！
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日経・東証ＩＲフェア2026

8/28（金）、29（土）の２日間、東京ビッグサイトで開催！

数多くの上場企業が出展予定！

企業研究、企業の担当者に話を聞く機会に。
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日経・東証ＩＲフェア2026
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学習の進め方
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レポート課題と体裁

・投資テーマを決めた背景

・スクリーニングの過程、その銘柄を選んだ理由

・ポートフォリオの銘柄の値動きを見て気がついたこと

・日経STOCKリーグへの参加を通じて感じたこと、学んだこと など

※基礎学習への回答は不要になりました！

・Ａ４で３０枚以内（表紙含む、字の級数は10.0pt以上）としてください。

・提出ファイル形式はPDFでお願いします。

・図やグラフを用いる際は、図表内の文字の大きさは視認できる級数にしてください。

・レポートの中で取り扱うデータは出典を明記してください。

レポートについて

内容

体裁
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レポート審査のポイント

１．経済や株式投資への理解

２．ポートフォリオの創造性、ユニーク性

３．表現力、文章力

４．学習への熱意、意気込み（アンケート調査や企業へのアプローチを含む）

レポートについて

※ポートフォリオの評価額は審査には関係ありません。

＜中学部門／高校部門＞
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レポート審査のポイント

１．経済や株式投資への理解

２．ポートフォリオの創造性、ユニーク性

３．表現力、文章力

４．学習への熱意、意気込み（アンケート調査や企業へのアプローチを含む）

５．ポートフォリオの理論性、専門性（大学生のみ）

レポートについて

※ポートフォリオの評価額は審査には関係ありません。

＜大学部門＞
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レポート審査のポイントレポートについて

以下のレポートは審査対象外です。

・ポートフォリオが「10銘柄以上20銘柄以下」ではないレポート

・枚数が31枚以上のレポート

（注意事項）

生成AIで作成した文章や成果物を転記することはお控えください
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昨年度受賞レポート

man@bowから、過去の入賞レポートをご覧いただけます。
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表彰について
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表彰（入選）について

1次審査（1月下旬発表予定）を通過したレポートから、
約120チームの入選レポートが選ばれます！

2027年2月中旬にまなぼうサイトで発表予定です。
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入選チーム（約120チーム）の中から、
最終審査会（2月中旬に実施予定）を経て、
入賞チームが決定します。

表彰（入賞）について
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入賞チームは表彰式にご招待します！
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○審査委員特別賞

日経STOCKリーグ 表彰各賞

最終審査会での審査員の先生方との議論を通じ、該当チームに贈られます。

中学・高校・大学部門より数チーム選ばれます。

＜副賞＞

中学部門 Amazon ギフトカード 3万円分

高校・大学部門 賞金 3万円

審査委員特別賞
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○ルーキー賞

日経STOCKリーグ 表彰各賞

参加回数が3回以内の学校に限定して贈られます。

中学・高校・大学部門より数チーム選ばれます。

＜副賞＞

中学部門 Amazon ギフトカード 3万円分

高校・大学部門 賞金 3万円

ルーキー賞
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○アイデア賞

日経STOCKリーグ 表彰各賞

特筆すべきテーマや発想に対して贈られます。

中学・高校・大学部門より数チーム選ばれます。

＜副賞＞

中学部門 Amazon ギフトカード 3万円分

高校・大学部門 賞金 3万円

アイデア賞
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○敢闘賞

日経STOCKリーグ 表彰各賞

総合点も加味して優れたレポ―トのチームに送られます。

中学・高校・大学部門より数チーム選ばれます。

＜副賞＞

中学部門 Amazon ギフトカード 5万円分

高校・大学部門 賞金 5万円

敢闘賞
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○部門優秀賞

日経STOCKリーグ 表彰各賞

中学・高校・大学部門より1チームずつ選ばれます。（合計3チーム）

第26回（前回）は部門優秀賞の３チームを訪問し、新聞広告用の写真撮影や取材などを実施しました。

＜副賞＞

中学部門 Amazonギフトカード 20万円分

高校・大学部門 賞金20万円

部門優秀賞
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○最優秀賞

日経STOCKリーグ 表彰各賞

全部門より１チームが選ばれます。

第26回（前回）は最優秀賞チームを訪問し、

新聞広告用の写真撮影や取材などを実施しました。

＜副賞＞

チームメンバー全員を海外研修旅行にご招待

最優秀賞

2025年3月のNY研修旅行のひとコマ（＠NY証券取引所）
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第26回スケジュール
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まずは man@bow（https://manabow.com/）にアクセス！

①先生に参加登録を行っていただき、
②チームを登録してください。
 （チームごとにIDとパスワードが発行されます）

エントリー方法はこちら！

① ②

mailto:まずはman@bow（https://manabow.com/
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多くの皆様のエントリーをお待ちしています！

2026年7月4日

日経STOCKリーグ事務局
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